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●司　　会　　　　　　Ｓ.Ａ.Ａ.　永田　明世君
●ソングリーダー　　　　　　　 野畑　俊光君
●ロータリーソング　　「我等の生業」
●今月の歌　　　　　　「サンタが町にやってくる」
●ピアノ　　　　　　　中田美由紀さん
●ゲスト
・ロータリー財団委員会
　　　　補助金委員長　藤野直子さん（名古屋名東RC）
・子ども食堂の皆さん

（会長挨拶）  　　　　　  半田南RC会長　山北　正義君
12月９日、土曜日、半田市福祉協議会の呼びかけにより、
災害ボランティアセンター立ち上げを見越した人員配
置を要望（センター長）、赤レンガ建物にて、テントの設
営、撤去の実地訓練に榊原英君、野畑俊光君と参加いた
しました。訓練後、参加団体との意見交換を実施し、情
報の集約をどの様に展開していくか、議論いたしまし
た。その中で、メールの開封確認が必要ではないかと思
いました。成岩地区に於きましては、１週間前の日曜日、
町内会隣組による、無事のサインは、玄関にタオルを掛
ける、安否確認訓練が実施されております。当日、「子ど
も未来ミーティング」が開催され、中日新聞、知多版に
掲載された記事により、ひきこもりや不登校、ヤングケ
アラーなど子供たちが抱える課題が多様化する中、ソー
シャルワーカーをはじめとした福祉機関との連携を強
化することが必要と指摘したと知りました。コロナ禍が
始まった2020年の春、多くの家庭がパニックに陥り、全
国の小中学校がいきなり休校と決まり、新学期も休み
が続いた。子供は毎日うちにいる。なのに仕事は休めな
い、どうする昼食。どうする勉強。親も子も、ぐったり疲
れた。そんな中、オンラインを活用できた学校はどれだ
けあっただろう。日本のデジタル化の遅れが教育面でも
あらわになった時期である。感染が下火になるや、５～
６月には次々に授業が再開された。リモート教育の体制
不備が、休校を早めに切り上げさせたといえる。さて、あ
れから３年半。こんどの知らせはケガの功名かもしれな
い。世界各国の15歳を対象とする経済協力開発機構（Ｏ
ＥＣＤ）の学習到達調査（ＰＩＳＡ）で、22年は日本が躍
進した。読解力が前回18年の15位から３位に上昇するな
ど、目を見張る成績だ。まずは素直に喜びたいのだが、ロ
ックダウンなどで、コロナ休校が長引いた国が多いなか
で、リアル授業を頑張った日本がひょっこり浮上した面
もある。教育界を一喜一憂させてきたＰＩＳＡのランキ
ング。今回はとりわけ冷静な分析が必要だろう。蛇足な
がら、対面授業の効果が大きいからといって、オンライ
ン授業の充実をサボってはなるまい。もうひとつ蛇足な
がら、あの春は、９月入学問題が盛りあがった。にわか仕
込みには無理があったにせよ、沙汰やみとはちと寂しい。

（幹事報告）
① 家族例会について
② 回覧物について
●出席委員会
　第2051回例会　12月12日（火）　天気（曇）
　本日の例会は23名の出席にて、出席率は79.31％です。
●Smiling Box
藤野　直子君　本日は、卓話のお時間を頂き、ありがとう

ございます。又、沢山の子ども食堂の皆さ
んをご招待くださり、感謝申し上げます。

間瀬　　正君　本日の卓話は、一般社団法人、愛知子ど
もプロジェクト代表理事で、国際ロータ
リー2760地区補助金委員会、委員長の藤
野直子様です。また、子ども食堂の関係
者の方々、ようこそお越しくださいまし
た。そして、鈴木宏司さんお世話になり
ました。

鈴木　宏司君　藤野様、本日はよろしくお願いします。
市内子ども食堂の運営者の皆様、ようこ
そお越しくださいましてありがとうご
ざいます。今後も半田南RＣとして支援
を続けていきますのでよろしくお願い
します。

山北　正義君　本日、卓話担当、間瀬正さん、宜しくお願
いします。藤野直子さん、半田南RCへ、
ようこそ、大歓迎です。

　　　　　　　　　　　　　　　合計５名　　10,100円
○山車まつりボランティア活動
　ベストショット賞
　　　　　野畑俊光君

（卓話）　　　　　　　　　　　　　担当　間瀬　正君

（次回例会）
第2053回例会　「米山奨学生卓話」
１月16日（火）　於：半田商工会議所

次回の例会

会 長 挨 拶

（名古屋名東RC）

幹 事 報 告

卓　　　話

スピーカー　ロータリー財団委員会
　　　　　　補助金委員長　藤野直子さん（名古屋名東RC）
演　　　題　愛知子ども応援プロジェクトについて
　　　　　　～子どもの貧困・教育格差をなくすために～


